
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
熊本県　こころの医療センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- 10 ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 4 - I 臨 190 - 200

-

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　民間精神科病院等では対応が困難な患者の最終
的な受け皿になるとともに、精神疾患と結核の合
併症患者を受け入れる等、県内精神科医療のセー
フティーネット機能としての役割を担っている。
　また、発達障がいを含む児童・思春期医療につ
いては、県内の専門医療機関や専門医の不足など
から、専門外来や入院施設の開設など診療体制を
強化している。

1,789,184 11,975 非該当 １５：１ - -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率：１００％を上回っており、経営
は順調に推移している。
②医業収支比率：５５％前後で推移しており、全
国平均を下回っている状況である。
③累積欠損金比率：前年度と比較し約２％減少し
ており、累積欠損金の解消が進んでいる。
④病床利用率：６０％前後であるが、稼働病床数
では７５％前後となり、ガイドラインに示されて
いる病床利用率は上回っている。
⑤⑥１人当たり収益：全国平均を下回っており、
新たな診療報酬加算も含めて検討している。
⑦職員給与費対医業収支比率：１００％を超えて
いるが、セーフティーネット機能及び政策医療を
実現するための人員であるため、職員配置に相応
する診療報酬増に取り組み、経営改善を図る。
⑧材料費対医業収益比率：全国平均を上回ってお
り、薬品購入単価の見直しを進めている。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

59.3当該値 102.1 102.9 104.4 103.8 102.8 当該値 55.7 55.9 66.3 57.2

平均値 100.0 101.3 101.1 101.2 100.9 平均値

36.2 26.3 24.7 当該値 59.5 60.156.8 58.8 54.7 当該値 89.8 44.3

74.2 73.6 74.8

9.1 8.8

73.4 72.3

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

153.3 145.3 184.4 163.2 179.0 平均値69.6 69.1 69.8 69.4 68.9 平均値

当該値 14,522

2. 老朽化の状況について

　当院は、平成9年の新病院開設以来、約20年近
くを経過している。
①有形固定資産減価償却率：施設及び設備につい
ては、今後老朽化が予想されるため、施設全体を
対象とした整備計画に基づき、計画的な施設・設
備の改修・更新を行う。
②器械備品減価償却率：８０％前後で推移してお
り機器の老朽化が進んでいるため、計画的な機器
の更新等を行う。
③１床当たり有形固定資産：全国平均を若干上
回っているものの、例年同水準で推移している。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

19,795 20,395 20,681 21,037

当該値 9.6 9.3当該値 5,822 6,125 6,207 6,193 6,04714,607 14,556 14,718 14,428

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,812 8,588 8,536 8,502 8,542

9.2当該値 106.6 108.2 107.0 101.2 104.5

平均値 18,742

全体総括

平均値 9.9 9.0 8.4 8.1 8.1平均値 84.5 84.4 84.6 85.6 86.5

H27 H28 H29

　経営は順調に推移している。
　今後も平成30年３月に策定した「第３次中期経
営計画」に基づき、経営の改善を図るとともに、
適切な精神科医療を実現するため、健全な経常収
支を維持・継続する。
　また、民間精神科病院等では対応が困難な患者
の最終的な受け皿になる等、県内精神科医療の
セーフティーネット機能としての役割を果たすと
ともに、患者の地域移行支援や児童・思春期医療
の推進を図っていく。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

29,945,555 30,103,060 30,889,075

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 23,558,262 24,879,291 26,363,375 26,996,532

当該値 42.8 44.8 46.8 48.7 49.4

H29 H25 H26

当該値 29,986,415 29,957,840当該値 82.6 82.8 81.5 79.9 81.2

27,577,179平均値 52.4 59.8 61.8 66.3 70.0平均値 39.0 43.7 44.3 46.7 48.4
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④病床利用率(％)
【74.8】
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③累積欠損金比率(％)
【64.7】
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


